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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月27日(2008.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　【請求項１】
　免疫原性決定要因として微生物病原体を含有し、
　前記微生物病原体が予めストレス誘発刺激を受けたものであるワクチン。
　　【請求項２】
　前記ストレス誘発刺激が、微生物によって熱ショック蛋白質を発現する請求項１に記載
のワクチン。
　　【請求項３】
　前記ストレス誘発刺激が、熱ショックまたは浸透圧ショックである請求項１または請求
項２に記載のワクチン。
　　【請求項４】
　前記ストレス誘発刺激は、熱ショック蛋白質の少なくとも一つのリプレッサ遺伝子を不
活性化し、それにより熱ショック蛋白質遺伝子の発現を可能にするような微生物病原体の
遺伝子改変である請求項１に記載のワクチン。
　　【請求項５】
　前記遺伝子改変によりｈｓｐＲリプレッサ遺伝子が不活性化される請求項４に記載のワ
クチン。
　　【請求項６】
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　前記遺伝子改変により、ストレス遺伝子調節蛋白質遺伝子ＭｅｒＲもしくはＨｍｒＲが
不活性化される請求項４に記載のワクチン。
　　【請求項７】
　前記遺伝子改変により、転写制御遺伝子ρまたはσが不活性化される請求項４に記載の
ワクチン。
　　【請求項８】
　前記微生物病原体は、伝染病を誘発することが可能な何れかの病原体である請求項１～
７の何れかに記載のワクチン。
　　【請求項９】
　前記微生物病原体は、細菌、原生動物、菌類または寄生生物である請求項１～８の何れ
かに記載のワクチン。
　　【請求項１０】
　前記微生物病原体は、マイコバクテリア、サルモネラ属、ビブリオ属、リステリア属、
ストレプトマイセス属、ヘリコバクター属およびラクトコッカス属からなる群から選択さ
れるワクチンである請求項９に記載のワクチン。
　　【請求項１１】
　前記微生物病原体は弱毒化されている請求項１～１０の何れかに記載のワクチン。
　　【請求項１２】
　アジュバントをさらに含む請求項１～１１の何れかに記載のワクチン。
　　【請求項１３】
　前記アジュバントは、フロイント完全アジュバント、フロイント不完全アジュバント、
ＩＳＣＯＭ社製（免疫刺激複合体）Ｑｕｉｌ　ＡおよびＤｅｔｏｘならびにスクアレンか
らなる群から選択される請求項１２に記載のワクチン。
　　【請求項１４】
　注射による投与に適する請求項１～１３の何れかに記載のワクチン。
　　【請求項１５】
　経口投与に適する請求項１～１３の何れかに記載のワクチン。
　　【請求項１６】
　無針送達形式による送達に適する請求項１４に記載のワクチン。
　　【請求項１７】
　請求項１～１３の何れかに記載のワクチン組成物を、ヒト以外の動物に免疫反応を引き
出すのに十分な薬学的に許容可能な量を投与することを含むヒト以外の動物にワクチンを
接種する方法。
　　【請求項１８】
　前記ワクチンを予防ワクチンとして投与する請求項１７に記載の方法。
　　【請求項１９】
　前記ワクチンを治療ワクチンとして投与する請求項１７に記載の方法。
　　【請求項２０】
　前記ワクチン組成物を注射により投与する請求項１７に記載の方法。
　　【請求項２１】
　前記ワクチン組成物を無針送達により投与する請求項１７に記載の方法。
　　【請求項２２】
　前記ワクチン組成物を経皮的に投与する請求項１７に記載の方法。
　　【請求項２３】
　前記ワクチン組成物を肺送達により投与する請求項１７に記載の方法。
　　【請求項２４】
　前記ワクチン組成物を経口的に投与する請求項１７に記載の方法。
　　【請求項２５】
　ストレス誘発刺激を微生物病原体に与える工程と、免疫原性決定要因として前記ストレ
スを与えられた微生物をワクチン組成物の調製に使用する工程とを含む、免疫原性決定要
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因を含むワクチン組成物の製造方法。
　　【請求項２６】
　ストレス誘発刺激は、熱ショックまたは浸透圧ショックである請求項２４に記載の方法
。
　　【請求項２７】
　ストレス誘発刺激は、熱ショック遺伝子の発現を抑制する遺伝子の不活性化である請求
項２５に記載の方法。
　　【請求項２８】
　リプレッサ遺伝子がｈｓｐＲ遺伝子である請求項２７に記載の方法。
　　【請求項２９】
　リプレッサ遺伝子がＭｅｒＲもしくはＨｍｒＲである請求項２７に記載の方法。
　　【請求項３０】
　前記微生物病原体細胞が前記ワクチンに使用する前に不活化されている請求項２５～２
９の何れかに記載の方法。
　　【請求項３１】
　前記微生物病原体細胞は前記ワクチンに使用する前に乾燥させてある請求項２５～２９
の何れかに記載の方法。
　　【請求項３２】
　前記組成物が水溶性組成物である請求項２５～３１の何れかに記載のワクチン組成物。
　　【請求項３３】
　前記組成物は乾燥組成物である請求項２５～３１の何れかに記載のワクチン組成物。
　　【請求項３４】
　前記組成物は凍結乾燥された組成物である請求項２５～３１の何れかに記載のワクチン
組成物。
　　【請求項３５】
　熱ショック蛋白質の少なくとも一つのリプレッサ遺伝子を不活性化し、それにより熱シ
ョック蛋白質の構成的発現が可能になるように、予め遺伝的に改変した異種抗原の発現を
さらに可能にする病原性微生物のワクチン・ベクターとしての使用。
　　【請求項３６】
　前記病原性微生物は、ワクチン・ベクターとしての使用に適当である原核生物である請
求項３５に記載の病原性微生物の使用。
　　【請求項３７】
　前記原核生物はＢＣＧであり、異種抗原断片は、破傷風トキソイド断片Ｃである請求項
３６に記載の病原性微生物の使用。
　　【請求項３８】
　前記原核生物は、サルモネラ属またはラクトコッカス属であり、ワクチンは経口的に投
与できる請求項３６に記載の病原性微生物の使用。
　　【請求項３９】
　熱ショック蛋白質の少なくとも一つのリプレッサ遺伝子を不活性化し、それにより熱シ
ョック蛋白質の構成的発現が可能になるように、予め遺伝的に改変した病原性微生物の、
サブユニットおよびマルチ・サブユニット・ワクチン中で使用する熱ショック蛋白質ペプ
チド複合体の資源としての使用。
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